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（億円） 水災による保険金の支払状況（5か年平均・住宅物件）

約5倍

 

水災に備えていますか？ 
 

近年、全国各地で大雨による災害が発生しています。万が一、災害に遭ってしまったときのために、いま私たちができる

ことは何でしょうか。ここでは、水災に備えるための保険についてご紹介します。 

 

水災による損害は火災保険で備える 

意外に思われるかもしれませんが、火災保険では火災による損害だけではなく、水災による損害に対しても保険金が支払

われます（注：水災補償を付帯している契約の場合）。 

 

水災による被害は増加傾向 

近年、集中豪雨の頻度が増加するなど、水災リスクに

係る環境が変化しており、水災による被害は増加、激甚

化しています。水災による保険金の支払いは、5 か年平

均（2010～2014 年度平均、2015～2019 年度平均）

で比較すると、約5 倍になっています。 

 

一方で火災保険の水災補償付帯率※1は減少傾向 

2021 年度の水災補償付帯率（火災保険の契約件数のう

ち、水災を補償している契約件数の割合）は 65.4％（全

国計・住宅物件）。水災被害の増加にも関わらず、この割合

は年々減少しています。 

 

内閣府の「平成28 年1 月『水害に対する備えに関する

世論調査』」によると、付帯していない理由は、「自宅周辺

で水害は起こらない・被害を受けないと思うから」が61%、

「保険料が高いと思うから」※2が17%と続きます。  

                    （上記２つのグラフは当機構の火災保険統計の数値に基づく） 
 

自治体が作成する水災に関するハザードマップは随時更新されており、お住まいの地域の水災リスクの情報も変化する可

能性があります。常に最新の情報を把握しておくことが大切です。 

その上で、万が一、ご自宅が水災被害にあった場合に経済的な備えは十分であるのか、加入している火災保険がそれらの

リスクに対して安心できる内容となっているのか、いま一度確認しておきましょう。 

 
 

※1 都道府県別の水災補償付帯率は、当機構ウェブサイト（以下URL）よりご覧いただけます。 

https://www.giroj.or.jp/databank/attachment_ratio_flood.html 

 

 

 

   ※2 当機構では、金融庁における水災補償に係る火災保険料の議論を踏まえ、参考純率の水災料率につい

てリスクに応じた保険料率の細分化の検討を進めています。詳しくは、以下の刊行物をご覧ください。 

『火災保険・地震保険の概況2021 年度版』: トピックス②水災リスクに応じた保険料率の取組み 

https://www.giroj.or.jp/publication/outline_k/k_2021.pdf#view=fitV&page=32 
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